











保育の質向上に貢献することができると考えられる 1）, 4）, 6）, 9）。
　そこで、本研究ではセンシング技術を用いて保育環境の可視化を行い、保育環境と子どもの行動との関連に
ついて検討することを目的とする。具体的には、幼稚園等に協力を依頼し、午睡時の保育環境の温度について、










実施期間 2018/9/3 ～ 2019/2/26　53 日間
室温測定点① Ch.1 センサー位置：床上 150cm


























　月間の平均室温（℃）を表及びグラフにまとめた。本報告のデータは全データの中から 10 時～ 14 時（園児
の活動が活発になる時間及び午睡の時間帯）をコアタイムとして抜粋できた日のみを集計した。（表 4.4、グラ
フ 4.1）







9 月 26.4 26.9 － 0.6 13
10 月 23.6 24.1 － 0.4 3
11 月 20.4 20.7 － 0.2 1
12 月 20.0 18.8 1.2 6
1 月 19.6 18.8 0.8 7




　グラフ 4.1 から 11 月を境に高位置と低位置の温度が逆転する結果となった（11 月の測定は残念ながら 11 月
1 日の 1 回のみ）。少なくとも 11 月 1 日は、低位置のほうが高位置に比べて高温だったことが考えられる。同
様に 12 月 12 日以降 2 月 25 日（測定最終日）までの冬の間は低位置の方が低い温度を示している。
4.3. 観測事例
　9 月から 2 月まで合計で 53 日（回）の観測を行っているが、観測事例として実際のデータを以下に紹介する。
① 9 月の観測事例（9 月 14 日）
【表 10 時から 14 時までの平均温度】
TR-71wf Ch.1（℃） 床上 150㎝ 27.0
TR-71wf Ch.2（℃） 床上 10㎝ 27.2
平均温度差（Ch.1-Ch.2） － 0.26
温度差の MAX の時刻 12:19
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② 12 月の観測事例（12 月 13 日）
【表 10 時から 14 時までの平均温度】
TR-71wf Ch.1（℃） 床上 150㎝ 18.5
TR-71wf Ch.2（℃） 床上 10㎝ 16.4
平均温度差（Ch.1-Ch.2） 2.1
温度差の MAX の時刻 13:27
温度差の MAX（℃） 3.9
③ 2 月の観測事例（2 月 13 日）
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センシング技術を利用した幼稚園の屋内環境に関する研究
【表 10 時から 14 時までの平均温度】
TR-71wf Ch.1（℃） 床上 150㎝ 18.4
TR-71wf Ch.2（℃） 床上 10㎝ 17.1
平均温度差（Ch.1-Ch.2） 1.2
温度差の MAX の時刻 13:28
温度差の MAX（℃） 1.9
　測定の結果、予想通り夏の期間は床上 150 センチの定位置の方が温度が低く、冬の期間は床上 10 センチの
定位置の方が温度が低かった。11 月の測定日数が少なかったが恐らく 11 月中旬で室温 20℃付近の時期は高位
置と低位置の温度差が 0 に近いものと推測する。
　グラフからは、高さ 150 センチの観測では 10 分から 15 分間隔で 0.5℃～ 1℃程度の温度変動を繰り返してい
ることが分かった。逆に高さ 10 センチの観測からは、150 センチの観測よりも平均で約 1.2℃下の温度を緩や
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